
 

 

 

 

 

 

「何事でも神の御心に適うことをわたしたちが願うなら、神は聞き入れてくださる。これが神に対するわ

たしたちの確信です。 わたしたちは、願い事は何でも聞き入れてくださるということが分かるなら、神

に願ったことは既にかなえられていることも分かります。」      ヨハネの手紙一 51～41章5 節 

 

 

無力な私たちと、絶対的な力をもつ神 

三天使のメッセージは、私たちに神様に従順な生活をおくるように呼びかけています。第一天使のメッセ

ージは「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。神のさばきの時がきたから。」（黙示録 14：7）と宣言していま

す。新約聖書はギリシャ語で書かれており、この文章で使われている「恐れ」という言葉は、「尊敬」「畏

敬」「栄誉」とも訳されます。それは神に忠誠を誓う態度であり、神のご意志に従順であろうとする決心

を表します。賢者ソロモンは次のように述べています。「すべてに耳を傾けて得た結論。『神を畏れ、その

戒めを守れ。』これこそ人間のすべて。神は善をも悪をも 一切の業を、隠れたこともすべて 裁きの座に

引き出されるであろう。」（コヘレトの言葉 12:13、14） 

 

神の戒めを守ろうとするとき、私たちは自分の弱さや脆さ、心の奥底で望んでいることを実行することが

できない現実に目をとめがちです。正しいことをしたいと思っていても、それを実行する力がないことを

私たちは良く知っています。私たちの現実は、使徒パウロが言うように「わたしは、自分のしていること

が分かりません。自分が望むことは実行せず、かえって憎んでいることをするからです。」（ローマ 7:15） 

このジレンマを使徒たちはどのように解決したのでしょうか。この章の最後でパウロは「誰がこの死の体

から私を救い出してくれるのか」と問いかけています。そして次のように答えているのです。「わたしたちの

主イエス・キリストを通して神に感謝いたします。」（ローマ 7:24、25） 罪を悔い改めた後も何度も失

敗を繰り返す悪循環には解決策があるのです。パウロはその解決策こそ、私たちの主イエス・キリストだ

と言っているのです。私たちは弱いけれども主は絶対的な力をもつ。私たちは弱いけれども主は全能であ

る。そうです。私たちは無力ですが、主は全能のお方なのです。 

 

エレン・ホワイトはこのことを、1897 年に著した記事の中で見事に述べています。 

「キリストの模範は、私たちが勝利する唯一の希望は、サタンの攻撃に絶え間なく抵抗することであるこ

とを示しています。誘惑との戦いで魂の敵に勝利された方はサタンの力を理解し、私たちに代わって勝利

されたのです。私たちがサタンの誘惑に抵抗しようと努力をする際に、私たちの弱さを主の強さに、私た

ちの無価値さを主の功績に結びつけることができるように、主は克服者として、私たちに主の勝利の利点

を与えてくださいました。そして、強い誘惑の下で、主の永続的な力に支えられて、主の全能の名の下に

抵抗し、主が克服されたように、私たちも克服することができるのです。」 

『サインズ・オブ・ザ・タイムズ』 1897 年 5月 27 日 

勝利宣言 

私たちは自分の弱さではなく、キリストの力に注目することで、クリスチャン生活において勝利者となる

ことができます。私たちが祈りはじめるときには、ヨハネの第一の手紙 5章 14、15 節のお約束を主張し

ましょう。「何事でも神の御心に適うことをわたしたちが願うなら、神は聞き入れてくださる。これが神

に対するわたしたちの確信です。 わたしたちは、願い事は何でも聞き入れてくださるということが分か

るなら、神に願ったことは既にかなえられていることも分かります。」私たちがこの約束を信仰によって

主張するとき、主は驚くべきことをしてくださり、キリストの再臨を目前にした私たちが、主の望まれる

生活をおくれるように助けてくださるのです。 

【５日目】従順なライフスタイルと祈り   

2022 年１月９日(日) 

「わたしたちは、願い事は何でも聞き入れてくださると

いうことが分かるなら、神に願ったことは既にかなえら

れていることも分かります。」    ヨハネ第一5:15 

【テーマ聖句】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【神のみ言葉によって祈る】 

「何事でも神の御心に適うことをわたしたちが願うなら、神は聞き入れてくださる。これが

神に対するわたしたちの確信です。 わたしたちは、願い事は何でも聞き入れてくださると

いうことが分かるなら、神に願ったことは既にかなえられていることも分かります。」 

                           ヨハネの手紙一 51～41章5 節 

 

神を畏れる 

主よ、私はあなたが創造主であり、全能のお方であり、すべてをご存じのお方であることを認め

ます。あなたの偉大さは、人間の理解をはるかに超えていますが、私の最も身近な愛すべき人よ

りもずっとそばにいてくださるお方です。私は、あなたの威厳に畏敬の念を抱き、あなたを礼拝

し、私の命のある限りあなたに従い続けたいと願います。 

 

戒めを守る 

神様、私の内側には、あなたの戒めを守り、あなたの御心と調和するための能力はありません。

キリストだけが私の望みです。私は、あなたの御心に忠実でありたいと願いますが、しばしば失

敗して来ました。しかしキリストに委ねるときに、私の人生に勝利がもたらされることを信じ感謝

いたします。私は主に目を向け、あなたの忠実な御手に、真実の御心に委ねます。イエス様、今

日から私の内側で、私の代わりにあなたが生きてくださるように心から願います。 

 

善悪を問わず、あらゆる秘密は神の前に明らか 

父よ、私はあなたのみ前に隠されたものが何ひとつないことを知っています。あなたは私の心を

知り、私の浮き沈みする心を知っておられます。また、世界中で起こっているすべての出来事を

ご存知です。私の心がどのように感じていようとも、あなたの私への思いは愛と恵みに満ちてい

ます。イエスの内にとどまっている限り、私は裁きを恐れる必要がないことを心から感謝します。 

 

 

【更なる祈りの提案】 

感謝と讃美： 与えられた祝福を具体的に感謝し、神の恵みを賛美する 

告白：  数分間、個人的な告白を行い、神の赦しに感謝する 

願い：  現在の課題や決断に知恵を与えてくださるようにお願いする 

教会のために： 私たちの教会、地域の教会、世界中の教会の働きを神が祝福してくださるように 

祈る 

人々の必要のために： 教会員、家族、隣人の必要のために祈る 

静かに耳を傾け、応答する： 静かに神の声に耳をかたむけ、賛美と歌で応答する時間をもつ 

 

 


